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˙おئい
˔ ͜のたͼは、όϧΫڅڙ༻ೋஈҰ次ௐ੔ث、ೋஈݮѹҰମܕௐ੔ثを
ご࠾༻いただ͖、੣に͋Γ͕ͱうご͟い·͢。
LPガス設උの安全֬อにສ全を͢ظため޻事を࢝めΔલに͜のઆ໌ॻ
をඞͣおಡΈください。

˔ ӷԽੴ༉ガス法、লྩิج׬४、ӷԽੴ༉ガス設උ࢜ϋϯυϒοΫ౳
にఆめΒΕたج४を९守してください。

˔ ͜の製品はόϧΫڅڙ設උに༻いΔ LPガスઐ༻のௐ੔ثで͢。ଞの
໨తにઈରに使༻しないでください。

˔ ͜のઆ໌ॻには、いΖいΖなֆදࣔをしてい·͢。ͦのදࣔͱҙຯは次
のようになってい·͢。内༰をよくཧղして͔Β本จをおಡΈください。

警告

注意

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される場合を表しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が傷害を負う
可能性が想定される場合、および物的損害のみの発生が想定さ
れる場合を表しています。

この表示は、禁止事項を表しています。
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お客様ご૬ஊ૭口

053(925)4511

011(852)2914

022(284)9114

03(5782)2702

048(654)2071

052(769)1532

054(283)1151

06(6458)8185

082(568)7802

087(833)3335

092(411)4834

ガ ス 機 器 事 業 部
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全ࠃओ要ڌ఺

˞機器に異常がある場合は、ご自分で修理なさらずにガスൢ売
事業ऀ、又は最دりのお客様ご૬ஊ૭口にご૬ஊください。
ঘ、当社ϗーϜϖージにおいてもごҊ内ਃし上͛ております。

6RL：hUUQ�//XXX.Za[akJ-gSPVQ.cPm
˞ి࿩൪߸は変更になることがありますのでご了ঝください。

■製品֓要
●	「二段一次調整器」は、LPガスバルク貯槽からの高圧ガスを二段֊で中圧（0.1MPa 以下）に減圧するものの一段໨のガス放出防止器付の調整器です。
●	「二段減圧一体型調整器」は、二段減圧方式 LPガス供給設備の二段一次調整器と二段二次調整器を組み合Θせたガス放出防止器付の調整器です。
●	ガス放出防止器は調整器容量に適したタイプがそれぞれ二段一次調整器出口側に接続されています。
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୯位		mm

M28×1.5		ユニオン

JIS 20K 25A		フランジ
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Rc 1 1/4 ユニオン
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M28×1.5 ユニオン

（250）

Rc 1/2

JIS 20K 25A		フランジ
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■施工上の注意事項
●	施工にあたっては、液化石油ガス設備士が設置工事を行ってください。
●	本製品は別売の地上式バルク貯槽ユニットへ取付けてください。

警告

警告

注意

禁止

この製品はバルク供給
設備用の調整器です。
分解・改造する
と事故発生の
原因となりま
すので、絶対
にしないでく
ださい。

警告

警告

注意

禁止

●	調整器の接続部分に切りクズ・ゴミ等
がないことを確認してください。

●	スパナ掛けは、指示位置で締め付けを
行ってください。

●出口フランジ用または出口ユニオン用ガスケットには、
耐ＬＰガス性のシール剤を表面および内径端面に薄く均
一に塗布して締め付けてください。

	 塗布しない場合はガス漏れの原因となります。
●シール剤塗布の際は、最小限の量を薄く均一に塗布して
ください。必要以上に塗布する
と、はみ出したシール剤が調整
器内に入り作動不良の原因にな
ります。

■	気密試験
●	全ての作業が終了したら液化石油ガス法で定められた配管の気密試験を実施し、
漏れのないことを確認してください。

■	設置の条件
	 設置については、お客様に安全・快適に LPガスをお使いいただくために、
特に下記の条件を守ってください。

●	設置については、バルク供給に係る供給設備の技術上の基準（規）第 19条に準じ
て行ってください。

警告

警告

注意

禁止

●	60℃以上になるような熱気の影響を
受ける場所。

次のような場所に本製品を設置しないで下さい。

●	水しぶき、蒸気等常に水気の影響を受
ける場所。

●	落雪、その他落下物による損傷を受け
る場所。

■お客様へのご指導
お客様には、次の禁止事項をご指導ください。
●	本製品に物をぶつけないこと。 ●	本製品を分解・改造しないこと。

●	ガスが出ない、などの異常発生時は調整器本体に触れないで指定の連絡先に	
ご連絡いただくこと。 警告

警告

注意

禁止

●	調整器は、製造後 7年経過したものは、性能劣下が予測されますので交換期限	
（7年）までに必ず新品と交換してください。

OS

警告

警告

注意

禁止

警告

警告

注意

禁止

警告

警告

注意

禁止

O
S

ゴミ
切りくず

警告

警告

注意

禁止

警告

警告

注意

禁止

OS

OS

●	製品をたたいたり、落としたり、物を
当てたりして衝撃を与えないようにし
てください。

警告

警告

注意

禁止

●	腐食性ガス（アンモニア・亜硫酸ガス
等）の影響を受けるおそれのある場所。

警告

警告

注意

禁止

腐食性ガス

OS

固定

固定

固定

警告

警告

注意

禁止

●	調整器入口接続部に大きな負荷がかからない様に調整器下部をブラケット等で支
えた後、各部の締め付けを行うとともに、調整器出口側は、必ずステー等で固定
してください。（調整器入口部が破損するおそれがあります。）

●	ガス放出防止器の過流防止を機能させるため、低圧配管長さ10m以内（配管呼び径
25A又は32A）、中圧配管長さ30m以内（配管呼び径15A又は25A）としてください。
（配管折損等の場合にガス放出防止器が機能しないおそれがあります。）

■ガス放出防止器の復帰方法
●	ガス放出防止器は、地震や火災等の災害によってガス漏れが生じた時に、装置内
部の流量が設定値以上になったことを感知して流路を自動的にしゃ断します。こ
のため、配管の破損による多量のガス漏れ時の他に、ガス使用量が多い時や、ガ
ス取出弁を急激に開いた時などにも作動する場合があります。

●	ガス放出防止器が作動した場合は次の手順に従って復帰操作を行ってください。

1. 下流側の全てのバルブを閉じてください。
2. 作動した原因を調査し、配管の破損によるガス漏れが原因の場合は、破損箇所を
緊急連絡先に連絡し、修理を依頼するとともに応急措置の指示を受けてください。
その他の場合は、それぞれの原因について適切な処置をしてください。

3. キャップを外してスピンドル①を六角レンチ（4mm）を用いて矢印 Oの方向に
1回転してください。（1回転を限度としてください。）

4. 上流下流の圧力が均圧状態になり、復帰時に「カチン」と音がします。
＊圧力計が設置してある場合は圧力計で確認してください。

5. スピンドル①を六角レンチ（4mm）で矢印 Sの方向
に回して必ず閉めてください。
（忘れた場合は正常に動作しない場合があります。）

6. キャップを取り付けてください。
＊	復帰操作を行っても再び作動してしまう場合は、
ガスの使用量に問題があると考えられます。この
場合はガス放出防止器付の調整器をガス使用量に
あったタイプに交換してください。

＊	復帰できない場合は、下流側でガス漏れがある可能性があります。この場合は、
原因を取り除いて再び復帰操作を行ってください。

復帰方法手順

■アフターサービス
（1）メーカー保証
製品に万一不具合が生じた場合は、製造後1年以内の期間に限り、メーカーが無償修理
もしくは新品と交換いたします。

（2）賠償保険
この製品が原因で事故となり損害が生じた場合、製造後7年以内に限り生産物賠償責任
保険により補償いたします。

（3）交換期限
設備の安全を図るため、保険有効期間内に新品と交換してください。また、性能等に
異常が生じたときは、直ちに新品と交換してください。

（4）免　　責
次の場合、製品の無償修理又は交換及び保険の適用はできません。
1）風水害、地震などの天災や不可抗力による場合
2）誤った使用方法や、取扱上の不注意による場合
3）検査合格時の機構を変更又は改造した場合

　4）その他製造元の責任とは認められない場合

■その他
●	保　管：高温多湿の場所や衝撃を受けるおそれのある場所を避けてください。	

また、1年以上の在庫にならないようにしてください。

警告

警告

注意

禁止
●	フランジ接続の場
合、ボルト・ナット
の締め付けは対角に
行ってください。警告

警告

注意

禁止

無理な力

●	調整器に大きい負荷をかけない様にして下さい。
（人が乗ったりしないでください。）
●	調整器や配管に無理な応力がかからない様に設
置してください。

警告

警告

注意

禁止

垂
直
方
向
の
取
り
付
け 水平方向の取り付け

警告

警告

注意

禁止

●	本調整器は必ず水平方向に取り付けてください。（垂直方向に取り付けると性能
が確保できないおそれがあります。）

●	設置条件及びガス使用状況により、一時的にでもガス放出防止器閉止流量以上の
ガスが流れるとしゃ断する場合があります。

●	RMBCF-50A(E) の場合：入口側に配管接続す
る際は六角部をスパナでささえ、回らないよ
うにしてください。

●	供給機器ユニットの中圧配管部の六角プラグ
は仮止めして出荷しています。設置時の検圧等
で使用後は、必ずシールテープ等で組み付け、
漏れがないことを確認してください。

警告

警告

注意

禁止

●	二段一次調整器にあっては、二次側調整器として表中の指定の二段二次調整器を
設置してください。（他型式製品をご使用なされるとガス放出防止器が作動しな
いおそれがあります。）

OS

仮止め要注意シール 六角プラグ

OS

六角部

■仕様
品 　 　 名 二段一次調整器 二段減圧一体型調整器
形 　 　 式 RMBCF-20A RMBCF-30A RMBCF-50A RMBCF-50A(E) RMLBF-50
容 　 　 量 20 kg / h 30 kg / h 50 kg / h 50 kg / h
使 用 ガ ス LPガス LPガス

減

圧

部

入 口 圧 力 0.10 〜 1.56 MPa 0.07 〜 1.56 MPa
閉 塞 圧 力 0.095 MPa 以下 3.50 kPa 以下
出 口 圧 力 0.057 〜 0.083 MPa 2.55 〜 3.30 kPa
気

密

高圧側 1.80 MPa 1.80 MPa
中圧側 0.3 MPa 0.15 MPa
低圧側 5.50 kPa

ガ ス 放 出
防 止 器
閉 止 流 量

調
整
器
入
口
圧
力

0.2〜
1.0MPa

24 〜 40kg/h 42 〜 70kg/h 60 〜 100kg/h 60〜100kg/h

入 口 接 続 M28× 1.5 ユニオン M28× 1.5 ユニオン
出 口 接 続 JIS 20K 15A フランジ JIS 20K 25A フランジ Rc 1 1/4 ユニオン
面 間 寸 法 308 mm 321 mm 287 mm 567 mm
取 付 方 向 水平 水平
指定の二段二次調整器 RL-30HL-Ⅱ（当社取扱品） RL-30ⅡB（当社製） RL-50A-Ⅱ（当社製）

O S

S
締める

O
緩める

①スピンドル

SO

●	入口・出口のフランジ・ユニオンに合った
ガスケット・Oリング、ボルト・ナットを使
用してください。

SO
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